
徹

選

擇

鈔

管

見

前

田

聽

瑞

翩

は
し
が
き

記
圭
禪
師
然
阿
良
忠
上
人

(
正
治
元
ー
弘
安

一
〇

鋭

U
°
1
19
9
-
1
2
8
7)
は
二
租
大
紹
正
宗
國
師
鎭
西
上
人
の
附
法
-こ

し
て
宗

脈
三
代
の
法
統
を
嗣

い
だ
閣
宗
の
世
眼
で
あ
り
冥
衢
の
慧
炬

で
あ
る
。
單
に
淨
土

一
宗
ε
云
は
す
、
日
本
に
於
け
る
多
く
の
佛
教
界

の
高
僣

の

一
座
中
に
伍
す
べ
き
大
徳
、こ
云
ふ
も
差
支
あ
る
ま

い
。
高
僭
の
人
必
す
し
も
博
識
な
ら
す
。
然
も
我
が
良

忠
上
人
は
淨
土
の
興
範

に
其
の

一
生
の
精
力
を
絞
り
、
堂

々
五
十
餘
軸
の
雄
篇

を
完
成
し
て
、
以
て
光
顯
振
興
の
美
を
濟
し
、
延

い
て
以
て

日
本
文
化
の
進
展
を
嚴

飾
し
た
。
洵
に
上
人
の
八
十
九
歳
の
生
涯
は
聖
皿
ハに
謂

ゆ
る

「嚴
二護
法
城
一開
二闡
法
門

こ

の
生
涯
で
あ

つ
た
。

「
淨
統
略
讃
」

の
言
に

凡
そ
記
主
の
稱
號
は
廣
し
。

彼
の
台
家
に
は
妙
樂
を
記
圭
、こ
云
ひ
、
律
宗
に
は
元

照
を
記
圭
、こ
云
ふ
が
如
し
。
今
勅
號
の
謚

、こ
成
る
は
唯

だ
我
が
忠
師
ば
か

り
也
。

ε
あ

る
Q
而
し
て
史
家
珂
然
上

人
の
言
に

于
〆
時
躪
三
兀
祗
大
轍
正
統
一者
、
獨
我
鎭
西

一
流
義
耳
。
其
登
門
禀
法
弟
子
甚
多
。
的
嗣
日
二良
忠
閃
夙
羶
二多
聞
一
尤
善
二著
逋
一親
承
二
鎭

酉

多
所
二
曩

蕕

三萋

受
二智
者
一
也
・
手
筆

鑿

麋

爲
蔬

謬

、
凡
五
+
餘
帖
、垂

乏
將
來
三

興

鸚

唐

國
東
西
(築
紫
鎌
倉
)
雖
異

化
道
則
同
。
但
至
・筆

硯
事

、
有
・青
出
・
於
藍

跨
竈

之
才
・
。殆
輿
慶

喜
(黼
轡

結
肇

同
・功
而
比
徳

也
。
(洛
轟

爨

山
蕎

行
業
詑
)

此
の
大
文
章
は
如
何
に
も
我
が
良
忠
上
人
の
全
貌
を
描
き
出
し
た
る
も
の
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

二

嗣
法
と
本
鈔
の
撰
述

然
阿
良
忠
上
入
は
天
資
秀
粹
、
夙
に
緇
林
に
連
り
、
顯
密
を
博
綜
し
教
禪
を
貫
練
し
、

一
隅
を
聞
き
て
三
端
を
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識
る
の
概
が
あ
つ
た
。

而
し
て
其
の
安
禪

の
地
を
故
里
に
近
き
石
州
多
陀
寺
の
勝
境
に
求
め
た
の
は
貞
永
元
年
(
一
二
三
二
)
上
人
三
十
四
歳

の
時

で
あ
る
。
上
人
は
こ
の
勝
境
に
於
て
約
四
載
を
送
つ
た
。
嘉
祺
二
年
(
一
二
三
六
)
偶
々
生
佛
法
師
の
來
訪
に
遇

ひ
、
敢
然
石
州
を
出
で

て
筑
後

に
辮
阿
聖
光
上
人
を
訪
逮
す
る
こ
ーこ
㌧
な

つ
た
。
傳
に

曰
く
、

筑
後

の
國
善
導
寺
に
至
る
。

時
に
年
三
十
八
、
嘉
頑
二
年
丙
申
九
月
七
日
な
り
。
而
る
に
聖
光
上
人
同
國
上
妻
の
莊
天
頑
寺
に
住
す
。
翌

日
彼

に
參
じ
初
め
て
上
人
に
謁
見
す
。
即
ち
求
法
の
志
を
暢
べ
、
拜
し
て
以
て
師
.こ
な
す
。
是
れ
よ
り
講
談
の
莚

に
陪
し
、
聽
法
髓
に
入

り
聞
教
肝
に
徹
し
大
に
發

明
す
る
、こ
こ
ろ
あ
り
。
(
中
略
)
明
年
七
月
に
至
り
九
帖
書

・
論
註

・
安
樂
集

・
往
生
要
集

・
選
擇
集

・
圓
頓
戒

儀

・
布
薩
式
等
悉
く
傳
受

し
畢

る
。
夫
れ
諮
詢

は

一
遍
た
り
ーこ
雖
も
解
義
は
三
復
を
超
え
、
春
秋

二
回
た
り
、こ
雖
も
稽
古
千
年
に
均
し
。

一
宗

の
法
義
盡

く
貫
通
を
得
た
り
。
爰
に
嘉
顧
三
年
丁
酉
七
月
六
日
、
上
人
門
人
聖
護
房
に
命
じ
、
然
阿
を
善
遵

寺
の
塔
に
召
し
て
告
げ

,

て
日
は
く
、

「
法
然
上
人
門
弟
の
中
に
愚
昧

の
輩
あ
り
て
上
人
の
義
を
黷
す
。
予
が
門
人
も
亦
然

る
べ
し
。
苟
く
も
學
生
に
非
ざ
れ
ば
師

論

を
傳

へ
が
た
し
。
汝
能
く
器

に
任

へ
た
り
。
即
ち
此
の
法
を
以
て
悉
く
汝
に
付
屬
す
。
宜
し
く
來
世
に
傳

へ
て
惷
徒
を
曉
悟
せ
し
む
べ

し
」

-こ
、
云
云

邃

に
誓
ふ
に
嬉
燈
を

以
て
し
、
授
く
る
に
手
印
を
以
て
し
、
自
ら
紫
毫
を
染
め
て
手
つ
か
ら
血
脈
を
書

せ
ら
る
。
其
の
詞
に
曰
く

〔,法

へ

も

ぬ

ヘ

へ

う

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

然
上
人
淨
土
宗
の
義
を

以
て
辨
阿
に
傳

ふ
。
今
叉
辨
阿
相
承
の
義
並
に
私
の
勘
文
徹
選
擇
集
を
以
て
沙
門
然
阿
に
讓
與
し
畢
ん
ぬ
。
之
を

聞
く
人
慥
に
之
を
信
じ
之
を
行
ぜ
ば
往
生
を
邃
ぐ
べ
し
。

仍
て
秘
法
を
録

せ
る
の
帖

に
手
次
を
以
て
す
」
、
-こ
。

時
に
嘉
頑
第
三
歳
八
月

一
日
な
り
。
同
三
日
、

一
卷
書
を
造
り
授
手
印
を
領
解
す
る
に
上
人
之
を
印
可
す
。
叉
上
人
衆
に
示
し
て
曰
く
、

「
我
が
年
闌
に
し
て
在

世
久
し
か
ら
す
。

屡

々
將
來
を
思
ひ
稍
々
悲
傷
を
催
す
。
然
り
、こ
雖
も
我
が
法
は
悉
く
然
阿
に
授
け
畢
ん

ぬ
。
義

道
迷
ふ
べ
か
ら
す
。
法

燈
寧

ん
ぞ
滅
す
べ
け
ん
や
。
然
阿
は
是
れ
予
が
若

く
な
れ
る
な
り
。
汝
等
彼
に
對
し
て
不
審
を
决
す
べ
し
」
、
、こ
云
云
。

叉
諸
人

に
對
す

る
毎

に
常
に
告
げ

て
曰
く
、
「
我
れ
入
滅
の
後
は
法
門
を
然
阿
に
問
ふ
べ
き

な
り
、」
、こ
。
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斯
く
の
如
く
に
し
て
三
代
相
承
良
に
以
て
憑
み
あ
り
・こ
謂
ふ
べ
く
、
爾
後
然
阿
忠
師
は
愈
よ

一
生
の
天
職
を
成
滿
す
る
の
路
途
に
上
つ
た
。

何
れ
に
し
て
も
忠
師
が
中
年
に
し
て
辨
阿
聖
光
上
入
の
門
に
入

つ
た
の
は
獨
り
忠
師

一
生
の
仕
合
で
あ
つ
た
ば

か
り
で
な
く
、
實
に
淨
土

一

宗
の
仕
合
で
あ

つ
た
・こ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

嗣
法
-こ

「
徹
選
擇
鈔
」

の
撰
述
,こ
は
密
接
な
連
鎖
が
あ

る
。
本
鈔
は
實
に
嗣
法
後

二
十
有
餘
年
、
偶
々
特
志
者
の
勸
請
に
任
せ
て
そ
の
師

承
の
義

を
思
ひ
出
つ

る
ま

x
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
る
も
の
。

凡
ソ
傳
受
無
テ
ハ集
.意
ハ難
レ顯
ハ
。
哢
言
ナ

レ
ト
モ
此
.集
ヲ
ハ汝
二付
屬

ス
ト
テ
授
ヶ
ラ

レ
キ
。
其
,後
末
眇邃
尉
一
談
吻
今
依
二
兩
三
輩
.
勸

一二
、

粗
ホ
相
傳
,義
.忘
却
,殘
,ヲ
思
.出
ス。
隨
.書
、.付
ヶ畢
.。
(
徹
選
擇
鈔
下
)

右
は
忠
師
自
ら
の
記
す
る
所
、

以
て
本
鈔
撰
逑
の
縁
由
を
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
撰
述
年
時
は
本
鈔
の
上
卷
に

「
正
元
二
年
(
一
二
六
〇
)

、二
月
吉

始
之
」
-・あ

り
、

而
し
て
下
卷
の
絡
に

「
干
時
正
元
二
年
三
月
二
+
亠谷

絡
功
。
然
阿
彌
陀
佛
六
+
有
二
。
發
起

飛

韆

)
三
+

八
。
同
聞
忍
性
四
十
八
。
叉

顯
勝
房
二
十
七
」
。
ε
あ
る
か
ら
、
洵
に
以
て
了
々
分
明
で
あ
る
譯
で
あ
る
。

三

本
鈔
の
聖
典
的
地
位

抑
も

【,徹
選
擇
集
L
は

「
選
擇
集
」
、こ
與
に
淨
宗
殊
勝
希
有
の
古
典
・こ
し
て
寶
重
す
べ
キ
ニ

で
あ
る
。
單
に
古

典
な
る
が
故
の
み
な
ら
す
、
實
に
我
が
恩
聖

辨
阿
聖
光
上
人
の
思
想
、こ
生
活
-こ
を
知
る
可
き
鍵
は
實
に
此
の
書
に
存

す
ε
稱
し
て
も
過
言
で

は
あ
る
ま

い
。
七
百
載
後
に
在
り
て
、
七
百
載
の
前
を
偲
ぶ
も
の
、
ま
た
此
書
の
存
す
る
に
由
る
。

さ
れ
ば
鰹

擇
集
の
末
鈔
は
鎭
西
⑱

研
究
の
栞
り
、、」
彑

し
.
何
人
も
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
事
。
東
都
三
縁
山
法
性
窟
の
妙
瑞
は
鰹

擇

集

の
末
鈔
ご
し
て
(
一
)
徹
選
擇
鈔
上
下
二
卷
(
二
)
徹
選
擇
本
末
口
傳
鈔
上
下
二
卷
(
三
)教
相
切
紙
拾
逡
徹
上
下
二
卷

の
三
部
六
卷
を
塞
け
、

三
者
齊
し
く

「
古
傳
之
鈔
」
-こ
し
て
嘉
稱
し
て
ゐ
る
。

併
し
徹
選
擇
鈔
は

い
ろ
く

の
意
味
に
於
て
餘
他
の
末
鈔
を
超
出
し
て
ゐ
る
。
何

、こ

な
れ
ば
徹
選
擇
鈔
は
實

に
直
接
傳
受
の
覺
書
で
あ
る
限
り
、
そ
の
微
」言
零
語
も
爾
ほ
且
つ
他
入
の
數
千
言
に
値
ひ
す

る
か
ら
で
あ
る
。
以
て
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本
鈔
の
聖
典
的
地
位
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

四

内
容

齶
般

本
鈔
は
上
下
二
卷
よ
り
成

る
。
鈔
主
は
先
づ
上
卷
の
劈
頭
に
於
て
、

何
故
に
徹
選
擇
・こ
名
づ
け
ら

れ
た
か
に
就
て
そ
の
經

緯
を
語
り
て
ゐ
る
。
即
ち
一
一組
辨
阿
上
人
は
宗
組
か
ら
傳
承
さ
れ
た
法
義
を
光
顯
憲
章
せ
ん
が
た
め
の
自
著

の
標
題

に
就
て
案
じ
煩

つ
た
。

或
は
四
義
集
-こ
や
い
は
ま
し
。
或
は
徹
選
擇
集

・こ
や

い
は
ま
し
。

但
し
予
は
故
上
人
之
逡
弟
、
選
擇
傳
受
の
身
也

。
徹
選
擇
の
題
宜
し
か

る
べ
蟲

。
彼
の
集
(糶
擇
)
の
念
佛

の
義
を
宣

べ
徹
す
る
意
な
り
。
然

れ
,こ
も
覆

の
意

一
分
も
の
べ
ら
れ
す
。
然

る
間
、

題

麦

嘉

違
せ
の
。
(徹
選
擇
鈔
上
)

の
如
き

、
如
何
に
も
思
案
の
樣
が
窺
は
れ
る
。
誰
も
が
承
知
し
て
ゐ
る
や
う
に
現
行
の
徹
選
擇
集
下
卷

に
は
王
、こ
し
て
念
佛
往
生
の
四
義
が

明
さ
れ
て
ゐ
る
。
謂

ふ
・こ
こ
ろ
の
四
義
-こ
は
(
一
)菩
薩
の
願
の
故
に
(
二
)
菩
薩
の
巧
方
便
の
故
に
(
三
)菩
薩
の
淨
佛

國
土
成
就
衆
生
の
故
に

(
四
)佛
智

の
故
に
で
あ
る
。
か
く
四
義
か
力
諡
さ
れ
て
る
以
上
、
題

ご
文
・こ
が
相
違
し
て
く
る
の
は
も
・こ
よ
り
の
こ
・こ
で
、
二
組
辨
阿
上
入

が
そ
の
題
名
に
迷
は
れ
た
所
以
は

こ
瓦
に
あ
つ
た
。

そ
こ
で
偶

々
忠
師
が

本
集

糶
擇
)
大
意
ヲ
釋
.
ソ
岱
フ
レ
テ
候
.
.者
不
潅

題

。
宜

.カ
ル
軍

二
候
。
ナ

ン
(
徹
選
擇
鈔
上
)

・こ
申

し

入

れ

た

の

で

、

辨

阿

上

人

も

そ

の

忠

言

を

容

れ

て

、

更

に
選

擇

集

の

要

領

を

一
卷

に

纏

め

、

以

て

一
部

上

下

二
卷

-こ
し

、
題

し

て

徹

選

擇

集

・こ
名

づ

け

ら

れ

た

の

で

あ

る

、

・こ
し

て

ゐ

る
。

爾

ほ

下

卷

の

絡

に
は

左

の

如

く
あ

る

。

先
師

此

.
集

.
可

琥
撰

ス
由

.
所

叫
、
存

.
時

、

先

キ
立

テ
集

,
名

.
案

.
云
"
、

此

.
集

.
四

義

集

ト

ヤ

云

ハ

マ

シ

ト
。

1N
;;�
°

今

七

義

.
中

,
前

四

ヲ
年

來

案

.
立

テ
給

、
ル
ガ
故

也

。

後

.
三

義

ハ
製

作

・
時

ご
加

主
.
也

。

然

.
,
モ
改

翻
テ
其

.
名

り
上

人

所

作

,
選

擇

集

二
所

〆
勸

.
玉
.
於

二
稱

名

念

佛

く
.
深

キ
故

有

ル
事

ヲ
述

顯

ハ
ス
カ
故

二
、

徹

選

擇

集

ト
云

ハ

ン
ト

テ
其

.
マ

・

二
題

ヲ
カ

、

レ

シ
也

。

(
念

佛

往

生

七
義

事

)
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兎

に
角
こ
れ
に
て
徹
選
擇
集
ぐ
》命
名
せ
ら
れ
た
經
緯
は
分
明
で
あ
る
。
た

穿
こ
れ
丈
け
で
も
本
鈔
は
斯
學
の
た
め
に
鮮
か
ら
ざ
る
功
徳
を

施
し

た
譯
で
あ
る
。

菩
入
は
こ
の
次
に
於
て
本
鈔
の
内
容

一
般

に
言
及
す
べ
き
で
あ
る
が
、
既
に
述

べ
た
が
や
う
に
そ
の

一
々
が
先
師
辨
阿
上
人
の
相
傳
、
先

聞
の
趣

に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
當
の
良
忠
上
人
の
思
想

・
宗
教
は
寧
ろ
皆
無
で
あ
る
ご
云

つ
て
よ
い
。
そ
れ
で
そ
の
内
容

一
般
は
こ

㌧
で
は
省
略
す
る
も
可
な
り
ε
信
す
る
け
れ
さ
も
本
稿
の
體
裁
を
整

へ
る
た
め
に
、
之
を
項
目
的
に
指
摘
し
て
置
き

た

い
・こ
思

ふ
。
本
鈔
上

卷
に
收

む
る
所
は
徹
逡
擇
集
卷
上
所
載
の
(
1
)大
乘
,
根
機
ハ學
二大
乘
.法
門

一、
成
ご大
乘
.聖
人

一等
事
(2
)
十
方
淨
土
門
、
西
方
淨
土
門
事

(3
)優
婆
提
舍

事
(4
)
假
令
得
"
,モ
生
二人
中
一、聖
道
難
ン得
等
事
(5
)
念
佛
之
行
.是
正
定
之
業
享
在
文
分
明
也
。
但
シ
其
,
念
佛

ハ但
信
.
稱
名

歟
.
觀

,
上
へ.
稱
名

歟
(6
)非
二法
藏
菩
薩
之
義

一、
即
是
先
佛
等
事
(7
)
念
佛
淺

行
事
(
8
)
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
.
可

レ聞
ニ
ロ
傳
一事
(9
)
三

輩
九

品
、
開
合

異
享

(0,-,
)
毎
人
師

云
二正
法
五
百
年
一事

(
11
)
菩
提
心
願
行
事

(12
)
餘
行
證
誠
事
(13
)
二
十
二
種
.
選
擇
,事
(
14
)
選
擇

悪
業
待
對
.
事

(15
)
勢
至
選
擇
,事

(
16
)
往
生
論
選
擇
名
義
,事

(17
)
無
三
學
出
離
.
事

(18
)
推
撲
地
獄
,
事
の
要
文

・
難
句

に

就
て

そ
の
先
聞
の
趣
が
忠
實

に
探
録
し
て
あ
る
。
そ
の
下
卷
に
收
む
る
所
も
亦
徹
逡
擇
集
卷
下
所
載
の
要
文
難
旬

で
(
1
)
念
佛
三
昧
.者
不
離
佛
,

事
(
2
)似

位
,菩
薩
、
無
二淨
土
之
行
一事

(
3
)
文
殊
不
γ知
二
彌
勒
.暴
足
下
足

一事

(4
)
佳
二法
王
子
一事

(
5
)
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
、

一

義

二
義
.事

(6
)
金
剛
座
上
、
垂
μ成
二正
覺
一事

(7
)
世
間
灌
頂
、
出
世
灌
頂
事

(
8
)
遊
戯
紳
通
.事

(9
)
稱
名
念
佛
甚
深
,
事
(
10
)

鐡
陀
劫

,
事

(
11
)
幅
帥
智
、
智
即
福
ノ
事

(
瓰
)
三
業
攝
二萬
行
一事

(13
)
念
佛
往
生
七
義
ノ
事
に
關
し
て
ゐ
る
。
序

に
現
行
本

(
淨
土
宗

全
書

第

七
)
徹
選
擇
鈔
卷
上
の
後
に
は

(
1

)
設
信
不
信

(2
)
推
撲
地
獄
の
二
項
目
に
關
す
る
解
読
が
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
後
人
の
附

ヘ

カ

も

加

で
あ
る
9
卻
ち
そ
の
解
説
中
に

【,此

レ
ハ
勅
修
傳

+
九
卷

二
阿
波
之
介

ヲ
サ
シ
テ
鎭
西
國
師

二
示
シ
玉

ヘ
ル
語
ナ

リ
L

-こ
あ
る
限
り
、
勅

修
御
傳
成

立
以
後
、
從
つ
て
良
忠
上
人
寂
後
の
附
加
で
あ
る
證
跡
は
明
々
白
々
で
あ
る
。
而
し
て
更
に

門
徹
選
擇
集

試
言
L
の
跋

「
此
集
及

抄
凡

ソ
今

ヨ
リ
ニ
十
年
前
、
勢
州
松
阪
清
光
寺
信
綱
上
人
之
ラ
校
正

シ
テ
吾
師
立
道

ノ
許

二
賂

レ
リ
。
因
テ
小
子
敬

道
嘗
テ
師
命
ラ
承
テ
更

一 一45一



二
補
正

セ
リ
。
是

二
於
テ
吾
師
康
存

ノ
日
郎
チ
後
學
童
蒙

ノ
爲

二
試
言
ヲ
逋

シ
テ
之

ラ
茲

二
附

セ
リ
(
中
略
)
時

二
天
保
八
年
丁
酉
二
月
。
沙

門
敬
道

謹
識
L
に
微
す
る
ーこ
、
信
冏
上
人
か
敬
道
上
人
あ
た
り
の
加
添
で
は
な
い
か
-丶」考

へ
ら
れ
る
。
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五

結

言

要
す

る
に
本
鈔
は
固
よ
り
聞
書
の
類
で
、
恐
ら
く
は
撰
者
獨
創
の
新
諡
は
容
易
に
見
出
し
難
き
も

の
が
あ
ら
う
。
さ
れ
,ご

若
し
本

鈔
の
價
値
・こ
云
は

f
、
そ
の
獨
創
な
き
・こ
こ
ろ
か
即
ち
是
れ
・こ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
講
逋
は
話
す
人
・こ
同
時
に
聽
く
人
を
要
す
。
鈔

圭
忠
師

の
態
度
は
吾
等
末
徒
の
眼
に
は
甚
だ
謙
虚
で
あ
る
。
茣
摯
で
あ
る
。
そ
の
先
聞
の
趣
を
諄

々
-こ
し
て
語
る
以
外
に
何
等
の
衝
氣
が
な

い
。
例

へ
ば
二
十

二
種
選
擇
事
に
就
て

先
師

云
、
二
十
三

種
獪
簡
略
也
。
汝
隨
二
見
及
一可
γ加

〆之
也

・こ
の
記

事
の
如
き
、

一
以
て
百
を
察
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
乃
ち
若
し
徹
選
擇
集
を
以
て
髓
-こ
せ
ば
本
鈔
は
皮
-こ
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
五n人

は
何
人

に
て
も

苟
く
も
徹
選
擇
集
を
知
了
せ
ん
、こ
す
る
に
は
本
鈔
を
併
讀
せ
ん
こ
ーこ
を
勸
め
て
止
ま
な
い
。


